
文京区災害時要援護者
支援マニュアル

このマニュアルは､災害発生の現場において､要援護者支援に活用し

ていただくことを目的に作成しました｡日ごろから､要援護者支援の

留意事項等をメモ欄に記入いただくなど支援に向けた準備をしていた

だき､いざというときは､このマニュアルを携帯･参照することにより､

スムーズな安否確認･避難誘導等にお役立てください｡

1.要援護者支援準備

(D揺れがおさまったら､安否確認が出来るように要援護者名簿と居住マップ､支援マニュアル

(携帯版)､タスキ､筆記用具等を準備しましょう｡

②災害の状況把握を行いましょう｡ (テレビ､ラジオ､防災行政無線等)

③近隣住民と安全を確認しあい､安否確認等の支援への協力を求めましょう｡

2.情報収集･情幸馴云達

(1)情報収集(安否確認)

名簿や居住マップ等をもとに､対象者の所在､身体状況､被災状況等の確認を可能な範囲で

行ってください｡集約した情報は､名簿に記入してください｡

避難誘導が必要な場合には､近隣の方にお願いし､他の要援護者の安否確認に向かってください｡

(2)情報伝達

視覚障害者､聴覚障害者､言語障害者､知的障害者､認知症など､各要援護者の状況に応じ

て伝達手段を選びましょう｡



3.避難誘導

家屋が無事な場合は､必ずしも避難する必要はありません｡自宅にとどまることが困難な場合

について､避難誘導を行ってください｡

非常持ち出し品の有無を確認してください｡

常備薬､医療用品､ケア用品､心身の状況に応じて必要なものなど､非常持ち出し品を要援護

者の方に確認しましょう｡

4.救出･救護

①近隣の方に協力を呼びかけ､救出･救護活動にあたってください｡

②建物倒壊等により､近隣の方だけで救出･救護活動を行なうことが困難な場合には､区､警察署､

消防署に救出の要請をしましょう｡電話が使えない場合は､近くの避難所や地域活動センター

へ連結してください｡

③救出･救護が必要な要援護者の情報を救出･救護者に提供してください｡

5.避難所では

避難所は､避難所運営協議会が運営を行っております｡誘導してきた方については､受付へ案

内し､避難所運営協議会の指示に従ってください｡

また､安否確認していただいた結果について､避難所におります区職員にお知らせください｡

区で安否確認の情報を集約し､確認ができていない方については､区､警察署､消防署が連携し

て安否の確認等にあたります｡



1.避難の流れ

避難する必要があるときは､家族や近隣の人と一緒に避難所となる最寄りの区立小･中学校へ

避難します｡火災や倒壊家屋等で避難所までの道路が危険な場合は､東京都が指定した文京区内

の避難場所(7か所)に避難してください｡
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2.連絡先一覧
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名称 偖ｨ��電話番号 儖Xﾖﾂ�

文京区役所 偸I?ｨ6s�bﾓ#��03-3812-7111 ��

富坂警察署 傅ﾉ���ﾃ"ﾓ�Bﾓ"�03-3817-0110 ��
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小石川消防署 僮(�#2ﾓ2ﾓ��03-3812-0119 ��
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東京電力東京 カスタマーセンター(莱-) ��Ol20-995-002 ��

東京ガスお客さまセンター ��03-3842-0111 ��h4ｸ5怨(.ｨ,ﾓ�2ﾓ3��Rﾓ3ンR�
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